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背景
数理・データサイエンス・AIに関する知識や技能
•ディジタル社会の「読み・書き・そろばん」

Society 5.0
•第５期科学技術基本計画（2016〜2020年度）で提唱
•サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）
を⾼度に融合させたシステムにより，経済発展と社会的課
題の解決を両⽴する，⼈間中⼼の社会
• 1.0: 狩猟社会，2.0: 農耕社会，3.0: ⼯業社会，4.0: 情報社会
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Society 5.0のしくみ
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第6期科学技術・イノベーション
基本計画（ 2021〜2025年度）
我が国が⽬指す社会（Society 5.0）
• 国⺠の安全と安⼼を確保する持続可能で強靱な社会
• ⼀⼈ひとりの多様な幸せが実現できる社会
Society 5.0の実現に向けた科学技術・イノベーション政策
• 国⺠の安全と安⼼を確保する持続可能で強靱な社会への変
⾰
• 知のフロンティアを開拓し価値創造の源泉となる研究⼒の
強化
• ⼀⼈ひとりの多様な幸せと課題への挑戦を実現する教育・
⼈材育成
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AI戦略2019（2019年6⽉）
統合イノベーション戦略推進会議

2025年実現を念頭に置いた具体⽬標
リテラシー教育 ⽂理を問わず，すべての⼤学・⾼専⽣（約50万
⼈卒/年）が，初級レベルの数理・データサイエンス・AIを習得
応⽤基礎教育 ⽂理を問わず，⼀定規模の⼤学・⾼専⽣（約25万
⼈卒/年）が，⾃らの専⾨分野への数理・データサイエンス・AIの
応⽤基礎⼒を習得
エキスパート教育 エキスパート⼈材（約2,000⼈/年，そのうち
トップクラス約100⼈/年）を育成し，その能⼒を開花・発揮し，イ
ノベーションの創出に取り組むことのできる環境を整備
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⼈間中⼼のAI社会原則（2019年3⽉）
統合イノベーション戦略推進会議

基本理念
•⼈間の尊厳が尊重
•多様性・包摂性
•持続可能性
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AI社会原則
•⼈間中⼼の原則
•教育・リテラシーの原則
•プライバシー確保の原則
•セキュリティ確保の原則
•公正競争確保の原則
•公平性・説明責任及び透
明性の原則
•イノベーションの原則



数理・データサイエンス教育強化
拠点コンソーシアム
•⽂部科学省が数理及びデータサイエンスに係る教
育強化の拠点6⼤学を選定（ 2016年12⽉）

•東京⼤学を幹事校としてコンソーシアムを形成
• 2019年度に国⽴⼤学20校が協⼒校として参加
• 2020年度に協⼒校3校，特定分野協⼒校7校が参加
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• 北海道⼤学
• 東京⼤学

• 滋賀⼤学
• 京都⼤学

• ⼤阪⼤学
• 九州⼤学
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数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムの概要
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モデルカリキュラム（応用基礎レベル）
の全国展開に関する特別委員会
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モデルカリキュラム（リテラシーレベル）
の全国展開に関する特別委員会
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■コンソーシアムの沿革
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■コンソーシアム会員校と６ブロック
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数理・データサイエンス・ＡＩ
教育プログラム認定制度
•リテラシーレベル

Ø⽂理を問わず，すべての⼤学・⾼専⽣対象
Ø約50万⼈卒/年

•応⽤基礎レベル
Ø⽂理を問わず，⼀定規模の⼤学・⾼専⽣対象
Ø約25万⼈卒/年
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数理・データサイエンス・AI
モデルカリキュラム
数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシア
ムが作成

•リテラシーレベル 〜データ思考の涵養〜
（2020年4⽉）
•応⽤基礎レベル 〜AI×データ活⽤の実践〜
（2021年3⽉）
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学修目標・カリキュラム実施にあたっての基本的考え方
今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的素養を主体的に身に付けること。そして、学修した数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能
をもとに、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志でAI等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになること。

数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム ～データ思考の涵養～
背 景

政府の「AI戦略2019」（2019年6月策定）にて、リテラシー教育として、文理を問わず、全ての大学・高専生（約50万人卒/年）が、課程にて初級レベルの数理・データサイエンス・AIを習得する、とされたことを
踏まえ、各大学・高専にて参照可能な「モデルカリキュラム」を数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムにおいて検討・策定。

1. 数理・データサイエンス・AIを活用することの「楽しさ」や「学ぶことの意義」を重点的に教え、学生に好奇心や関心を高く持ってもらう魅力的かつ特色ある教育を行う。数理・データサイエンス・AIを活用することが
「好き」な人材を育成し、それが自分・他人を含めて、次の学修への意欲、動機付けになるような「学びの相乗効果」を生み出すことを狙う。

2. 各大学・高専においてカリキュラムを実施するにあたっては、各大学・高専の教育目的、分野の特性、個々の学生の学習歴や習熟度合い等に応じて、本モデルカリキュラムのなかから適切かつ柔軟に選択・抽出
し、有機性を考慮した教育を行う。

3. 実データ、実課題を用いた演習など、社会での実例を題材に数理・データサイエンス・AIを活用することを通じ、現実の課題と適切な活用法を学ぶことをカリキュラムに取り入れる。
4. リテラシーレベルの教育では「分かりやすさ」を重視した教育を実施する。

モデルカリキュラムと教育方法

導
入

1. 社会におけるデータ・AI利活用
1-1. 社会で起きている変化

1-3. データ・AIの活用領域

1-5. データ・AI利活用の現場

1-2. 社会で活用されているデータ

1-4. データ・AI利活用のための技術

1-6. データ・AI利活用の最新動向

基
礎

2. データリテラシー

4. オプション

心
得

3. データ・AI利活用における留意事項
3-1. データ・AIを扱う上での留意事項 3-2. データを守る上での留意事項

2-1. データを読む

2-3. データを扱う

2-2. データを説明する

4-1. 統計および数理基礎 4-2. アルゴリズム基礎

選
択 4-5. テキスト解析 4-6. 画像解析

データ・AI利活用事例を紹介した動画（MOOC等）を使った反転学習を取り
入れ、講義ではデータ・AI活用領域の広がりや、技術概要の解説を行うこと
が望ましい。
学生がデータ・AI利活用事例を調査し発表するグループワーク等を行い、一
方通行で事例を話すだけの講義にしないことが望ましい。

各大学・高専の特徴に応じて適切なテーマを設定し、実データ（あるいは模
擬データ）を用いた講義を行うことが望ましい。
実際に手を動かしてデータを可視化する等、学生自身がデータ利活用プロセ
スの一部を体験できることが望ましい。
必要に応じて、フォローアップ講義（補講等）を準備することが望ましい。

データ駆動型社会のリスクを自分ごととして考えさせることが望ましい。
データ・AIが引き起こす課題についてグループディスカッション等を行い、
一方通行で事例を話すだけの講義にしないことが望ましい。

本内容はオプション扱いとし、大学・高専の特徴に応じて学修内容を選択す
る。
各大学・高専の特徴に応じて適切なテーマを設定し、実データ（あるいは模
擬データ）を用いた講義を行うことが望ましい。
学生が希望すれば本内容を受講できるようにしておくことが望ましい（大学
間連携等）。

4-7. データハンドリング

4-3. データ構造とプログラミング基礎 4-4. 時系列データ解析

4-8. データ活用実践（教師あり学習）

4-9. データ活用実践（教師なし学習）
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リテラシーレベル
モデルカリキュラム
学修⽬標
• 今後のデジタル社会において，数理・データサイエン
ス・AIを⽇常の⽣活，仕事等の場で使いこなすことが
できる基礎的素養を主体的に⾝に付ける
• 学修した数理・データサイエンス・AIに関する知識・
技能をもとに，これらを扱う際には，⼈間中⼼の適切
な判断ができ，不安なく⾃らの意志でAI等の恩恵を享
受し，これらを説明し，活⽤できるようになる

学修量 概ね2単位相当程度
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5

数理・データサイエンス・AI
リテラシーレベルの教育の基本的考え方

＜数理・データサイエンス・AI教育（リテラシーレベル）のカリキュラム実施にあたっての基本的考え方＞

なお、各大学・高専において、数理・データサイエンス・AIのリテラシーレベルの教育カリキュラムの検討、実施にあ
たっては、オンライン教材や民間企業等（スタートアップを含む。）が開発・提供する教材の活用を含め、他大学、民間企
業等の優れた取組を大いに参考とし、活用することを奨励する。
また、本モデルカリキュラムは、高校学習指導要領の改訂や今後社会で求められるリテラシーの変化などを踏まえ、概ね

４年後（2023年度）を目途に見直しを行う。

（１）数理・データサイエンス・AIを活用することの「楽しさ」や「学ぶことの意義」を重点的に教え、学生に好奇心や
関心を高く持ってもらう魅力的かつ特色ある教育を行う。数理・データサイエンス・AIを活用することが「好き」な
人材を育成し、それが自分・他人を含めて、次の学修への意欲、動機付けになるような「学びの相乗効果」を生み出
すことを狙う。

（２）各大学・高専においてカリキュラムを実施するにあたっては、各大学・高専の教育目的、分野の特性、個々の学生の
学習歴や習熟度合い等に応じて、本モデルカリキュラムの中から適切かつ柔軟に選択・抽出し、有機性を考慮した教
育を行う。

（３）実データ、実課題を用いた演習など、社会での実例を題材に数理・データサイエンス・AIを活用することを通じ、
現実の課題と適切な活用法を学ぶことをカリキュラムに取り入れる。

（４）リテラシーレベルの教育では「分かりやすさ」を重視した教育を実施する。
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リテラシーレベル モデルカリキュラムの構成

導
入

1. 社会におけるデータ・AI利活用
1-1. 社会で起きている変化
1-3. データ・AIの活用領域
1-5. データ・AI利活用の現場

1-2. 社会で活用されているデータ
1-4. データ・AI利活用のための技術
1-6. データ・AI利活用の最新動向

基
礎

2. データリテラシー

4. オプション

心
得

3. データ・AI利活用における留意事項
3-1. データ・AIを扱う上での留意事項 3-2. データを守る上での留意事項

2-1. データを読む
2-3. データを扱う

2-2. データを説明する

4-1. 統計および数理基礎
4-3. データ構造とプログラミング基礎

4-2. アルゴリズム基礎
4-4. 時系列データ解析選

択 4-5. テキスト解析 4-6. 画像解析

モデルカリキュラムの構成を以下のとおり「導入」「基礎」「心得」「選択」に分類し、学修項目を体系的に示した。
「導入」「基礎」「心得」はコア学修項目として位置付ける。「選択」は学生の学習歴や習熟度合い等に応じて、適切に選択頂くことを想定している。
次頁よりそれぞれの分類における「学修目標」「学修内容」「スキルセット（キーワード）」をまとめた。

7

4-7. データハンドリング 4-8. データ活用実践（教師あり学習）
4-9. データ活用実践（教師なし学習）



導⼊
1. 社会におけるデータ・AI利活用

9

〇学修目標
・データ・AIによって、社会および日常生活が大きく変化していることを理解する
・「数理/データサイエンス/AI」が、今後の社会における「読み/書き/そろばん」であることを理解する
・データ・AI活用領域の広がりを理解し、データ・AIを活用する価値を説明できる
・今のAIで出来ること、出来ないことを理解する
・AIを活用した新しいビジネス/サービスは、複数の技術が組み合わされて実現していることを理解する
・帰納的推論と演繹的推論の違いと、それらの利点、欠点を理解する

1.社会におけるデータ・AI利活用 学修内容
1-1. 社会で起きている変化 社会で起きている変化を知り、数理・データサイエンス・AIを学ぶことの意義を理解する

AIを活用した新しいビジネス/サービスを知る
1-2. 社会で活用されているデータ どんなデータが集められ、どう活用されているかを知る
1-3. データ・AIの活用領域 さまざまな領域でデータ・AIが活用されていることを知る
1-4. データ・AI利活用のための技術 データ・AIを活用するために使われている技術の概要を知る
1-5. データ・AI利活用の現場 データ・AIを活用することによって、どのような価値が生まれているかを知る
1-6. データ・AI利活用の最新動向 データ・AI利活用における最新動向（ビジネスモデル、テクノロジー）を知る
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基礎
2. データリテラシー

11

〇学修目標
・データの特徴を読み解き、起きている事象の背景や意味合いを理解できる
・データを読み解く上で、ドメイン知識が重要であることを理解する
・データの発生現場を確認することの重要性を理解する
・データの比較対象を正しく設定し、数字を比べることができる
・適切な可視化手法を選択し、他者にデータを説明できる
・不適切に作成されたグラフ/数字に騙されない
・文献や現象を読み解き、それらの関係を分析・考察し表現することができる
・スプレッドシート等を使って、小規模データ（数百件～数千件レベル）を集計・加工できる

2.データリテラシー 学修内容
2-1. データを読む データを適切に読み解く力を養う
2-2. データを説明する データを適切に説明する力を養う
2-3. データを扱う データを扱うための力を養う

2021/12/14 北陸信越⼯学教育協会年次シンポジウム 16

h"p://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consor?um/pdf/model_literacy.pdf



2. データリテラシー＜スキルセット＞

12

2.データリテラシー キーワード（知識・スキル）
2-1. データを読む ・データの種類（量的変数、質的変数）

・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）
・観測データに含まれる誤差の扱い
・打ち切りや脱落を含むデータ、層別の必要なデータ
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）

2-2. データを説明する ・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）
・データの図表表現（チャート化）
・データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）

2-3. データを扱う ・データの集計（和、平均）
・データの並び替え、ランキング
・データ解析ツール（スプレッドシート）
・表形式のデータ（csv）
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⼼得
3. データ・AI利活用における留意事項

13

〇学修目標
・個人情報保護法やEU一般データ保護規則(GDPR)など、データを取り巻く国際的な動きを理解する
・データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理について理解する
・データ駆動型社会における脅威（リスク）について理解する
・個人のデータを守るために留意すべき事項を理解する

3.データ・AI利活用における留意事項 学修内容
3-1. データ・AIを扱う上での留意事項 データ・AIを利活用する上で知っておくべきこと
3-2. データを守る上での留意事項 データを守る上で知っておくべきこと
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4. オプション

15

〇学修目標
・データ・AI利活用に必要な道具としての数学および統計を学ぶ
・アルゴリズム基礎、データ構造とプログラミング基礎を学ぶ
・時系列データがもつトレンド、周期性、ノイズについて理解する
・文章（テキスト）や画像がデータとして処理できることを理解する
・データ処理言語（SQL/Python等）を使って、大規模データ（数万件レベル～）を集計・加工できる
・データ利活用のための簡単な前処理（データ結合、データクレンジング、名寄せ）を実施できる
・教師あり学習と教師なし学習の違いを理解する
・データ・AIを活用した一連のプロセスを体験し、データ・AI利活用の流れ（進め方）を理解する
例）仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など

・課題設定、データ収集、分析手法選択、解決施策に唯一の正解はなく、様々なアプローチが可能であることを理解する
4. オプション 学修内容
4-1. 統計および数理基礎 数学基礎および統計基礎を学ぶ
4-2. アルゴリズム基礎 アルゴリズム基礎を学ぶ
4-3. データ構造とプログラミング基礎 データ構造とプログラミング基礎を学ぶ
4-4. 時系列データ解析 時系列データ解析の概要を知る
4-5. テキスト解析 自然言語処理の概要を知る
4-6. 画像解析 画像解析の概要を知る
4-7. データハンドリング 大規模データをハンドリングする力を養う
4-8. データ活用実践（教師あり学習） データ利活用プロセス（教師あり学習）を体験し、データを使って考える力を養う
4-9. データ活用実践（教師なし学習） データ利活用プロセス（教師なし学習）を体験し、データを使って考える力を養う
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認定制度（リテラシーレベル）
•第1回募集（2021年3⽉〜2021年5⽉）
•申請件数78
•認定件数78

今後，毎年度の募集が予定されている
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応⽤基礎レベル
モデルカリキュラム
学修⽬標
•リテラシーレベルの教育を補完的・発展的に学ぶ
•データから意味を抽出し，現場にフィードバック
する能⼒，AIを活⽤し課題解決につなげる基礎能⼒
を修得する
•⾃らの専⾨分野に数理・データサイエンス・AIを
応⽤するための⼤局的な視点を獲得する

学修量 概ね4単位相当程度
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,

①Ĺɔ…�ȵ̫…ɕ̥�Ķ�リテラシーレベルの「選択（オプション）」をカバーする内容�szfg�A»fµ�¡à
±A»fµ¡à°¿�Ûà¨A/7�Ĵu�ʃǤb±¦Ü�ʟɆ�˸Řu�p����A自らの専門分野において数理・
データサイエンス・AIを応用するための大局的な視点�Ȯ�※n�B

②Ǩ»fµAǨčɸ�̢ezúǸ��A社会での実例�ɸƶ�szřï�ơfp��AƄǨ�čɸ���ÉÞf·˽˾h�
�ȵ̫b»fµ�¡à±b/7�ʟɆ�Ĩ̢˾�ĥ�p��ɖ�ˀ��B

③Ǭ�学部３、４年を想定s||AƆd�ɶĥ�ǨȡAɊ６˭７�ȯ͂ʬ�ɰ̡ȹAè̦b˅̸�d�ĥȾ�ĥǶľē�ġ
˷�Ơ̳sAǽ＜�¤Û¦×ÚÒ�ɇŴu�B

④ĞɶĥbƤɊ�he~¤Û¦×ÚÒ�Ǩǒu��dz{~�AĞɶĥbƤɊ�řï２…A˭７�×ȹAƆd�ĥȾ�ĥǸ
̿�ǸȁʨƦeʬ�üt~ÂÔ»Ü¤Û¦×ÚÒ�ʉi�ʟɆi|ǽ＜�選択・抽出し、有機性を考慮した教育を行うB

⑤ĞɊ６˭７�×ȹ�ütz演習やPBL等�ƓĊ…�ɖ�ˀ��p����AǨɏ…±¦Ü�Ǹʷ�２ǐup��Ȳȑu�B

＜数理・データサイエンス・AI教育（応用基礎レベル）のカリキュラム実施にあたっての基本的考え方＞

�hAĞɶĥbƤɊ�he~�ÂÔ»Ü¤Û¦×ÚÒ�˻eーĆ…�ʺ̯szȵ̫b»fµ�¡à±b/7řï�̢èu
��efp����mAĞɶĥbƤɊjǬɱ…�¤Û¦×ÚÒ�ŻȜsAɊ６Ĉ２��̝Ʀʬ�ȱ�p�j･����BĆ
g~A£àÚ�àǲŜ�ÓÛ¸¼�Ĩiu��A��²«Þ¾b�Çµf«Þ¾�hn�řïʼＩb˽˾�ƙˡ�Ȩz�ć
˅ȹ�̎Ƽu�p�jĽɳq��B
�zÂÔ»Ü¤Û¦×ÚÒ�AƤʬĥƝĥǸǐ】̷̣�Ėʜ�ÛºÚ¯fÝËÜ�řï�ȯʢAǩēįŗ�･����

Ȱƶɡ�˴Ă���「�gAĝ�４年後を目途に見直し�ơfB

数理・データサイエンス・��
応用基礎レベルの教育の基本的考え方

2021/12/14 北陸信越⼯学教育協会年次シンポジウム 22

h"p://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consor?um/pdf/model_ouyoukiso.pdf



数理・データサイエンス・AI（応用基礎レベル）モデルカリキュラム ～ AI×データ活用の実践～

		

応用基礎レベルモデルカリキュラムの構成
ØÔ»Ü¤Û¦×ÚÒ�ƞȺ�äā��h�O»fµ�¡à±ĹɔmO»fµ¡à°¿�Ûà¨ĹɔmO/7Ĺɔm�˭̻sAĥǶƣ２�ɱŰ…
�ǠszB

Øu�«�ĥǶƣ２�s~åʅ※n�Bx�äĜ�ƣ２�ĞɶĥbƤɊ�řï２…A˭７�×ȹ�üt~AʟɆ�ɐɺ々mp��ɚ／s~e�B
Øȵ̫b»fµ�¡à±b/7�ĥ�Ȟ�Ĺ＊���ĥǶƣ２�|e~�jwk�※ńszB
ØǞ˲��x�y��˭̻�hn�OĥǶ２˚mOĥǶʼＩmO±¦Ü³¸¼j¦fßf½km����zB
�zü̢ĹɔÝËÜ�ʑg�ʼＩ��d�jA��Ƥʨ�ʼＩ�ĥǶu�ȟƦ�˔gAƿƠ�s~O£É¯ÙàjƤʨ�ʼＩkm�ńƳszB

1. データサイエンス基礎 2. データエンジニアリング基礎

	�
��˭ ɃɇŴjuk 	�(��»fµĲƽ 
�
��»fµ˛Ƅjuk 
�(��»fµǳǹ

	�)��»fµ˭Ƀ 	���»fµćǖĂ 
�)��»fµËf± 
���»fµĆƙ

	����ȵĥĹɔjwk 	�,���Ü¬Û²Òjwk 
����7B³¦×Ûº� 
�,��ÉÞ¨ÚÑà¨Ĺɔjwk

	�	��»fµţʳŪǩē�»fµ�¡à±juk 
�	��Å¸¨»fµ�»fµ¡à°¿�Ûà¨juk

3. AI基礎

(���˂ Ǥ (����̞ ɧbˌ・

(�.��/7�ƞʆ�õ̢juk

(�	��/7�̿ǈ�ü̢˭７juk

(�,��ƅƍbʃǤ (�-��Ȯɱbõʳ

(�
��/7�ǩējuk (�(��ľėĥǸ�Ĺɔ�ʢ˿juk (�)��ȫəĥǸ�Ĺɔ�ʢ˿juk
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1. データサイエンス基礎

	�
��˭ɃɇŴjuk
	�	��»fµţʳŪǩē�»fµ�¡à±juk

«�äĜ�ĥǶƣ２i�ʟɆ�ɐɺ

2. データエンジニアリング基礎

�	��Å¸¨»fµ�»fµ¡à°¿�Ûà¨juk

3. AI基礎

(�(��ľėĥǸ�Ĺɔ�ʢ˿juk
(�	��/7�̿ǈ�ü̢˭７juk

«�äĜ�ĥǶƣ２i�ʟɆ�ɐɺ
(�.��/7�ƞʆ�õ̢juk


�
��»fµ˛Ƅjuk
«�äĜ�ĥǶƣ２i�ʟɆ�ɐɺ

(�)��ȫəĥǸ�Ĺɔ�ʢ˿juk
(�
��/7�ǩējuk




応用基礎レベルモデルカリキュラム
「コア以外の学修項目」

数理・データサイエンス・AI（応用基礎レベル）授業科目

DS

DE

AI

応用基礎レベルモデルカリキュラム
「コア学修項目（☆）」

ɐɺ

ɐɺ

ɐɺ

1. データサイエンス基礎

	���»fµćǖĂ
	�(��»fµĲƽ

	�,���Ü¬Û²Òjwk

2. データエンジニアリング基礎

�(��»fµǳǹ

3. AI基礎

(����̞ɧbˌ・
(���˂Ǥ

(�-��Ȯɱbõʳ


���»fµĆƙ

�,��ÉÞ¨ÚÑà¨Ĺɔjwk

	����ȵĥĹɔjwk
	�)��»fµ˭Ƀ


�)��»fµËf±

����7B³¦×Ûº�

(�,��ƅƍbʃǤ

ü̢ĹɔÝËÜ�ǲŜĈ２�ɇŴu�ƴ�Aそれぞれの専門分野へ数理・データサイエンス・AIを応用することを見据えA
O«�ĥǶƣ２jukm�ĆgO«�äĜ�ĥǶƣ２m�ʉi�˘̣���ĥǶƣ２�ʟɆ�ɐɺu�p��ɚ／B

応用基礎レベルモデルカリキュラムの授業科目設計
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1. データサイエンス基礎

	)

〇学修目標
b»fµţʳŪǩē�he~»fµ�¡à±�ĥ�p��èň�̫Ĕu�juk
b˭Ƀ２…�ütAʟɆ�»fµ˭ɃǮ˾A»fµćǖĂǮ˾�ɐɺ�k�juk
bǳǹsz»fµ�ĲƽsA»fµ�ǿ˫�Ŷɭ�Ł※mp�j�k�
b̞ɧ�¨ÜfÆà¨AÄµfàˋž���»fµ˭Ƀ�Ǩǒ�k�
b»fµ�ćǖĂsAè̇Ʀe�】Ȃu�p�j�k�
b»fµ�Ĩ̢szð́�ÉÞ³±�ɱſsA»fµ̩Ĩ̢�̱�jȯ�˽k�̫Ĕu�
̽kăɈŻȜAʃǤˋžAƁòŎ̍AŴĐƻ／Aˌ・ǑùAĨʳɵɴ��

băɈ�ļʃ�４ɸj̟g��zʉ�A˘̣�»fµ�dz��|nA»fµ�˭Ƀ�k�
b˭ɃŸĊ�ƀ�AŅk~e�Ǚȝ�ˇů�è̇Ʀe�̫Ĕ�k�

1. データサイエンス基礎 学修内容
	�	� »fµţʳŪǩē�»fµ�¡à±juk »fµţʳŪǩē�»fµ�¡à±�Ĵ́ȹ�|e~ĥ�
	�
� ˭ɃɇŴjuk »fµ˭Ƀ�ȯ�˽h��»fµ˭Ƀ�ɇŴ˽˾�ĥ�
	�(� »fµĲƽ ǳǹsz»fµ�Ĳƽ˽˾�ĥ�
	�)� »fµ˭Ƀ ʡŪ…�»fµ˭ɃǮ˾�ĥ�
	�� »fµćǖĂ ʡŪ…�»fµćǖĂǮ˾�ĥ�
	��� ȵĥĹɔjwk »fµb/7̩Ĩ̢�˘̣�ġ̮ʭŴAɎūɵȵA˕˭Ʉ˭�Ĺɔ�ĥ�
	�,� �Ü¬Û²Òjwk »fµb/7̩Ĩ̢�˘̣��Ü¬Û²Ò�Ĺɔ�ĥ�
uc«�ĥǶƣ２ wcȵ̫b»fµ�¡à±b/7�ĥ�Ȟ�Ĺ＊���ĥǶƣ２
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2. データエンジニアリング基礎

	,

〇学修目標
b»fµ�ǳǹbȋ̫bʈɄu�z��Ňȃ�ĝ̣�̫Ĕu�juk
b«àÆ×fµ�»fµ�áfz��»fµ˛Ƅ�Ĺɔ�̫Ĕu�juk
bEKH�¼�¡¸°»Ã�±i�˘̣�»fµ�ǳǹ�k�
b»fµËf±i�˘̣�»fµ�ʋȂsA»fµ˭Ƀ�z��»fµ³¸¼�ƹȺ�k�
b»fµb/7̩Ĩ̢�˘̣�IT³¦×Ûº��Ĺɔ�̫Ĕu�
bȵɉźhȵ̆ź�»fµ�Ćƙȋ̫u�ÉÞ¨ÚÒ�ƹȺ�k�

2. データエンジニアリング基礎 学修内容

�	� Å¸¨»fµ�»fµ¡à°¿�Ûà¨juk 71Bjȡ˼ʗȥŇȃk�ȯʢ�Å¸¨»fµ�|e~ĥ�

�
� »fµ˛Ƅjuk «àÆ×fµ�»fµ�áfz��»fµ˛Ƅ�Ĺɔ�ĥ�

�(� »fµǳǹ EKH�¼�¡¸°»Ã�±i��»fµǳǹ˽˾�ĥ�

�)� »fµËf± »fµËf±i��»fµʋȂ˽˾�ĥ�

�� »fµĆƙ ǳǹsz»fµ�Ćƙ˽˾�ĥ�

��� 7B³¦×Ûº� »fµb/7̩Ĩ̢�˘̣�7B³¦×Ûº��Ĺɔ�ĥ�

�,� ÉÞ¨ÚÑà¨Ĺɔjwk »fµb/7̩Ĩ̢�˘̣�ÉÞ¨ÚÑà¨�Ĺɔ�ĥ�
uc«�ĥǶƣ２ wcȵ̫b»fµ�¡à±b/7�ĥ�Ȟ�Ĺ＊���ĥǶƣ２
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3. AI基礎


�

〇学修目標
b/7�p����˴ɑAĞ：ě�hn�ɵ˛…�ȺĊˬ�Ňȃˇů�̫Ĕu�juk
bƪƋA/7jǩē�Ǳnˀ����z��Ơ̳u�k͇（�̫Ĕu�juk
bǡ��Ɋ６˭７�/7�ü̢u�ƴ�･����ÔÚÜ�̹̫�|e~̫Ĕu�juk
bľėĥǸjřǍd�ĥǸAřǍ�sĥǸkAȫəĥǸAŘĂĥǸ�Ĺ̂…�ĝ˄�̫Ĕu�juk
b/7ŇȃjĥǸA˂ǤA̞ɧbˌ・AʃǤbƅƍAȮɱbõʳk�Ĩ̢sAčɸĔŷ�|�o�p�j�k�
b˫ȵ�/7Ňȃjɖ�Ʀ�q�z/7fÅ±�¯±ºÒ�̽�Ɉ̍�k�juk

3. AI基礎 学修内容
(�	��/7�̿ǈ�ü̢˭７juk /7�̿ǈ�Ĩ̷̢î�ƛj��|e~ĥ�
(�
��/7�ǩējuk /7jǩē�Ǳnˀ����z��Ơ̳u�k͇（�|e~ĥ�
(�(��ľėĥǸ�Ĺɔ�ʢ˿juk ľėĥǸ�Ĺ̂…�ĝ˄�Ǯ˾�|e~ĥ�
(�)��ȫəĥǸ�Ĺɔ�ʢ˿juk Ǩȷę�ȯ�ȫəĥǸ�ü̢�ĤȨ�|e~ĥ�
(���˂ Ǥ Ȱĳ�ʃ…Ĩʳj˂Ǥk�/7Ňȃ�|e~ĥ�
(����̞ ɧbˌ・ Ȱĳ�ʃ…Ĩʳj̞ɧbˌ・k�/7Ňȃ�|e~ĥ�
(�,��ƅƍbʃǤ Ȱĳ�ʃ…ĨʳjƅƍbʃǤk�/7Ňȃ�|e~ĥ�
(�-��Ȯɱbõʳ Ȱĳ�ʃ…ĨʳjȮɱbõʳk�/7Ňȃ�|e~ĥ�
(�.��/7�ƞʆ�õ̢juk /7�ƞʆ�õ̢�|e~ĥ�
uc«�ĥǶƣ２
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認定制度（応⽤基礎レベル）
数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度検討会議
「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（応⽤基礎レベル）」
の創設について

必須項⽬（応⽤基礎コア）
• データ表現とアルゴリズム
• AI・データサイエンス基礎
• AI・データサイエンス実践
選択項⽬
• 数学発展
• AI応⽤基礎
• データサイエンス応⽤基礎
• データエンジニアリング応⽤基礎
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モデルカリキュラムと認定教育プログラム要素との関係（応用基礎コア）

1-2. 分析設計（☆）
1-3. データ観察

2-2. データ表現（☆）
2-3. データ収集

1-4. データ分析
1-5. データ可視化

2-4. データベース
2-5. データ加工

1-6. 数学基礎（※）
1-7. アルゴリズム（※）

2-6. ITセキュリティ
2-7. プログラミング基礎（※）

1-1. データ駆動型社会とデータサイエンス（☆）

2-1. ビッグデータとデータエンジニアリング（☆）

3-5. 認識
3-6. 予測・判断

3-9. AIの構築と運用（☆）

3-1. AIの歴史と応用分野（☆）

3-7. 言語・知識
3-8. 身体・運動

3-2. AIと社会（☆）
3-3. 機械学習の基礎と展望（☆）
3-4. 深層学習の基礎と展望（☆）

1.データサイエンス
基礎

2.データエンジニア
リング基礎

3. AI基礎

学
修
内
容

AI・データサイエンス実践（演習や課題解決型学習）
＜データ・AI活用 企画・実践・評価＞教育方法

モデルカリキュラム（応用基礎レベル）

認定教育プログラム（応用基礎レベル）要素

数学基礎（統計数理、線形代数、微分積分）

アルゴリズム

Ⅰ. データ表現とアルゴリズム

応用基礎コア

プログラミング基礎

Ⅱ. AI・データサイエンス基礎

データ表現

機械学習の基礎と展望

深層学習の基礎と展望

データサイエンス基礎

Ⅲ. AI・データサイエンス実践

データエンジニアリング基礎

データ・AI活用 企画・実践・評価
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福井⼤学における数理・データ
サイエンス・AI教育の現状
•リテラシーレベルの科⽬の全学必修化
•他⼤学との単位互換（県内，3⼤学）

•数理・DS・AI教育プログラム認定制度（リテラ
シーレベル）への対応
•推進体制の整備

データ科学・AI教育研究センターの設置
•数理・DS・AI教育プログラム認定制度（応⽤基礎
レベル）への対応
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福井⼤学
学部 課程・学科 定員

教育学部 学校教育課程 100

855

医学部 医学科 110
170看護学科 60

⼯学部 機械・システム⼯学科 155

525

電気電⼦情報⼯学科 125
建築・都市環境⼯学科 60
物質・⽣命化学科 135
応⽤物理学科 50

国際地域学部 国際地域学科 60
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数理及びデータサイエンスに係
る教育強化事業
数理・データサイエンス教育の全学必修化と北陸地
区の⼤学連携による地域への普及
• 2020年度，2021年度
•富⼭⼤学（主幹校），⾦沢⼤学，福井⼤学

1. リテラシーレベルの科⽬の全学必修化
2. 他⼤学との単位互換（県内，3⼤学）
3. コンソーシアムと連携したFDの開催
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リテラシーレベルの科⽬の必修化
情報処理基礎（必修2単位，１年前期，共通教育科⽬）
• DSのリテラシーレベルの内容の付加
• 2021年度より実施
• モデルカリキュラム（数理・DS教育強化拠点コンソーシア
ム）の内容への⼗分な対応は困難
コア学習項⽬（概ね2単位相当程度）
導⼊ 社会におけるデータ・AI利活⽤
基礎 データリテラシー
⼼得 データ・AI利活⽤における留意事項
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単位互換

•福井県⽴⼤学
•敦賀市⽴看護⼤学
•福井⼯業⼤学
•仁愛⼤学
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•福井医療⼤学
•仁愛⼥⼦短期⼤学
•福井⼯業⾼等専⾨学校
•福井⼤学

FAA（ふくいアカデミックアライアンス）

FAA（県内），3⼤学の単位互換制度の科⽬に以下を追加
（2021年度後期より）
• 数理・データサイエンス⼊⾨
• 数値計算の考え⽅



データ科学・AI教育研究センター
• 2021年7⽉1⽇設置
•業務

1. 数理・DS・AI教育研究の推進及び⽀援
2. 数理・DS・AI教育プログラムの制定・管理運営・評価
3. 数理・DS・AI分野における学内外及び地域との連携協⼒

•構成
• 正副センター⻑
• 専任教員1名（12⽉1⽇着任）
• 兼任教員7名
• 事務職員1名
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数理・DS・AI教育プログラム認定制度
（リテラシーレベル）への対応
•次回（今年度末）募集への応募を予定
•「数理・データサイエンス⼊⾨」（共通教育）

Ø2021年度新規開講（全学部⽣向け）
Øオンデマンド型
Ø必修化は段階的に進める

備考
• 2025年度⼊学⽣は⾼等学校で「情報I」が必履修科⽬

Øこれを踏まえた数理・DS・AI教育の検討が必要
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1. 社会におけるデータ・AI利活⽤
2. データの取得
3. データの整理
4. 統計図表
5. 度数分布表とヒストグラム
6. 代表値
7. 散布度
8. 順序統計量と箱ひげ図
9. 相関係数
10. クロス集計表と連関係数

11. 推定と検定の基礎
12. 多変量解析・機械学習概論
13. 多変量解析・機械学習とExcel，

R，EZR

14. 機械学習とPython

15. AIとセキュリティ

数理・データサイエンス⼊⾨
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導⼊

基礎

選択

⼼得



⾼等学校「情報I」
1. 情報社会の問題解決

• 情報技術が⼈や社会に果たす役割と影響，情報モラル
2. コミュニケーションと情報デザイン

• メディアの特性，コミュニケーション⼿段
• 情報デザインの考え⽅や⽅法を理解し表現する技能

3. コンピュータとプログラミング
• コンピュータの仕組み
• モデル化とシミュレーション
• アルゴリズムとプログラミング

4. 情報通信ネットワークとデータの活⽤
• ネットワークの設計・構築に必要な知識
• 基本的なデータの扱い⽅，統計（数学Iと連携）
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⼤学⼊学共通テスト
サンプル問題「情報」ねらい
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第３問 

 

■問題のねらい 

第３問の主な出題範囲は，高等学校学習指導要領「情報Ⅰ」の「（4）情報通信ネットワークとデータの活用」である。オープンデータを用いて，基本統

計量などから全体の傾向を読み取ったり，予測したりする問題解決の活動の中で，データの活用に関する考察する力を問うている。 

具体的には，サッカーのワールドカップに関係するデータを，表計算ソフトウェアや統計処理ソフトウェアを用いて，整理，加工し，データに含まれる

傾向を見いだすために複数の散布図から項目間の相関を読み取り，得られた回帰直線から項目の値を予測したり残差について考えさせたりする。また，

基本統計量を読み取り，データに含まれる傾向を見いだし，さらに，データの散らばりから傾向を読み取るなど，実践的なデータの活用及び分析に関する

基本的な理解と考察する力を問うている。 

 

■問題の概要 

 解答 

記号 
問題の概要 （参考）高等学校学習指導要領 

問１ ア 

～ 

エ 

多くの項目があるデータを可視化した複数の散布図や相関係数から項目間

の関係などを考えさせる問題である。 

与えられたデータシートとそれぞれの項目の組み合わせでできるグループ

別の散布図や相関係数，ヒストグラムを正しく読み取り，そこから分かる

項目間の関係や傾向を考察する力を問うている。 

（4）情報通信ネットワークとデータの活用 

  ア(ｳ)，イ(ｳ) 

 

問２ オカ 

～ 

クケ 

回帰直線からデータの関係性や予測値，残差について考えさせる問題であ

る。 

決勝進出チームと予選敗退チームのグループごとに分けられた回帰直線か

らグループによる傾向の違いと，予測値の差を求めさせ，さらに実際の値

と予測値との差である残差を求めさせるなど，単回帰分析を基にデータの

予測について考察する力を問うている。 
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数理・DS教育の今後の計画
1. リテラシーレベルの全学必修化
2. 数理・DS・AI教育プログラム認定制度（応⽤基礎レ
ベル）への対応

留意事項
• 2025年度⼊学⽣はリテラシーレベルを修得済み？

Ø2022年度より⾼等学校で「情報I」が必履修科⽬
Ø2025年度⼤学⼊学共通テストより「情報」出題

• 学⽣・教職員の負担
Øカリキュラムが煩雑にならないよう
Ø（リテラシーレベル）教育の担当（広く，薄く）
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応⽤基礎レベル教育の
プログラム化
各学部の学科・課程カリキュラム
• 数理・DS・AI関連科⽬の抽出
• カリキュラムマップの作成

共通教育のデータサイエンス・AI関連科⽬
• データサイエンス・AI⼊⾨（2020年度開始）
• 数値計算の考え⽅
• ランダム現象の記述

学部・学科間の連携・協⼒
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課題
教育⽅法
1. オンライン授業
• 学⽣からの評価は概ね良好
• 負担は対⾯式と同等（成績評価）

2. 外部機関のオンラインコンテンツの活⽤

社会貢献
• 医療におけるAIの普及・活⽤
• 初等・中等教育におけるIT教育・活⽤
• ⽣涯学習，リカレント教育

2021/12/14 42北陸信越⼯学教育協会年次シンポジウム


